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報道関係各位 株式会社ファミリーマート 

 

株式会社ファミリーマート（本社：東京都港区、代表取締役社長：細見研介）は、2020 年 3 月以降、

新型コロナ感染症拡大の影響を受けて一時休止していた「ファミマこども食堂」を再開いたします。2023 年 5 月

24 日（水）に東京都世田谷区の店舗で開催するのを皮切りに、6 月以降、希望する全国の店舗にて順次

実施してまいります。 

 

◆「ファミマこども食堂」の取り組み意義 

 「ファミマこども食堂」は、店舗近隣にお住いのこどもたちや

保護者の皆さまを対象に、参加者が一緒に楽しく食事をし

たり、コミュニケーションを図ったりすることで、地域交流の活

性化を応援する取り組みです。店舗のイートインスペースなど

を活用して開催いたします。食事以外にも、こどもたちによる

レジ打ち体験や商品陳列体験など、さまざまな体験イベントも開催し、参加者同士の交流を図ります。 

 こども食堂には、一般的に、食事支援や孤食の解消、食育などさまざまなタイプや開催目的がありますが、 

「ファミマこども食堂」は、こどもたちが一緒に食事ができる場所づくりを通じて、地域交流の活性化を目指す

ことが最大の特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5類への移行を受けて 3年ぶりに 

「ファミマこども食堂」再開決定 
～イートインを活用した地域交流活性化の取り組み～ 

ファミマこども食堂開催の様子 商品陳列体験の様子 



◆「ファミマこども食堂」のこれまでの取り組みの経緯 

 ファミマこども食堂は、2019 年 4 月から全国の店舗で取り組みを開始しました。1 年間で約 360 回、延べ約

4,100 人が参加するなど、取り組みは広がりを見せていましたが、新型コロナ感染症の拡大の影響を受け、

2020 年 3 月以降、一時休止の判断を余儀なくされました。 

 開催当時は、参加者の皆さまから「皆と仲良く話せた」、「学年を超えた交流を楽しめた」、「ファミマがより身近

な存在になった」など、たくさんの温かいお言葉をいただいただけでなく、開催した店舗からも「お客さまからの感謝

をダイレクトに感じ、地域に貢献していることを実感した」など前向きな感想をいただきました。 

これまでも、再開のタイミングについては、新型コロナウイルス感染症の状況を勘案しながら、慎重に協議を重

ねてまいりましたが、5 月 8 日に新型コロナの感染症法上の位置づけが 5 類に移行したのを受けて、また全国の

こども食堂の支援を行う「認定 NPO 法人全国こども食堂支援センター・むすびえ」と共同で取り組むこども食堂

応援プロジェクトを通じた、各地域のこども食堂の運営団体との対話からのご意見などを参考にしながら、このた

び再開にいたることになりました。 

 

◆ファミマこども食堂の開催概要 

開催場所 ・ファミリーマート店舗におけるイートインスペースなど 

参加対象 
・店舗近隣にお住まいのお子さまや、その保護者 

（小学生以上は保護者の同意があれば１人でも参加可能） 

参加人数 ・約 10 名／回 ※店舗によって異なります。 

参加料金 
・こども（小学生以下）100 円、 保護者（中学生以上）400 円（いずれも税込） 

※未就学児は無料 

プログラム 
・参加者との食事による交流、レジ打ちや商品陳列など体験イベントなど。 

・全体で 1 時間 30 分程度。 ※開催内容は店舗によって異なります。 

申込方法等 
・開催する店舗の店頭にポスターやチラシなどで告知します。 

・告知を受けて、直接店舗に申し込みいただきます。 

食事の提供に

ついて 

・食べ残しや食物アレルギーに配慮するため、事前に複数のメニューからお好みで選択でき

るようにしています。（メニュー例）おむすび、ファミチキ、飲み物など 

店舗負担 
・開催にあたっては、本部社員が加盟店をサポートします。 

・店舗スタッフの人件費や食材費など、開催にかかわる基本費用は本部が負担します。 

新型コロナ感

染症対策 

・マスクの着用は、こどもたちへの影響にも十分に配慮しながら、参加者や店舗の個々の判

断による柔軟性を持った運用を実施します。消毒・検温は実施します。食事の際の座席は

間隔にゆとりを持って設置いたします。 

 

◆ファミマこども食堂の取り組みは、当社ホームページからもご覧いただけます。 

https://www.family.co.jp/sustainability/children/kodomo-syokudo.html 

https://www.family.co.jp/sustainability/children/kodomo-syokudo.html


◆認定NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ 湯浅誠理事長からのお言葉 

ファミリーマートでのこども食堂再開を心待ちにしていました！ 

コロナ禍で、顔を合わせない、しゃべらない、ことを求められ、

人々はさびしい思いをしました。 

特にこどもたちは、さまざまなガマンを求められ、「こどもが、ま

ん中」ならぬ「こども、がまん中」とも言われたものです。 

そんなとき、人と人のつながりを実感できる地域づくりに向け

て、企業によるこども食堂の運営、それを通じた地域密着

型の経営を築かれてきたファミリーマートが、こども食堂を再

開してくれる。大きな朗報です。 

こどもも大人も、すべての方が気軽に利用してくれることを願

います。 

日本全国に店舗網を持つファミリーマートの力で、コロナで

希薄になった人と人とのつながりをむすび、あたたかい地域の

居場所を育んでもらえることを期待しています。  

 

【ご参考】 ファミリーマートによる「こども食堂」活動支援の取り組み 

① 「ファミリーマート むすぶ、つながる こども食堂応援プロジェクト 

ファミリーマートの店頭募金「ファミリーマート夢の掛け橋募金」を活用して、「認定 NPO 法人全国こども食堂

支援センター・むすびえ」とともに、全国各地のこども食堂の活動支援を目的とした「ファミリーマート むすぶ、つな

がる こども食堂応援プロジェクト」を、2021 年 9 月から開始しております。これまで、こども食堂の再開や維持

のための助成金や商品券などを、全国延べ 1,621 団体に支給いたしました。※2023 年 4 月末現在 

●最新の取り組みはこちらからご覧いただけます。 

https://musubie.org/news/6284/ 

 

②ファミマフードドライブ 

ご家庭にある食べきれない食品をファミリーマート店舗にお寄せいただき、地域の自治体や NPO などの協力パ

ートナーを通じて、「こども食堂」など、食の支援が必要な方に提供する取り組みです。現在、全国 2,000 店舗

以上で取り組みを実施しています。 

●ファミマフードドライブの概要や実施店舗は、当社ホームページからご覧いただけます。 

https://www.family.co.jp/sustainability/material_issues/society/community/fooddrive.html 

 

ファミリーマートは、「あなたと、コンビに、ファミリーマート」のもと、地域に寄り添い、お客さま一人ひとりと家族のよ

うにつながりながら、便利の先にある、なくてはならない場所を目指してまいります。 

 

以上 

 

湯浅 誠  

社会活動家。東京大学先端科学技術研究センター特任教授 

認定 NPO 法人全国こども食堂支援センター・むすびえ理事長 
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